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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加工片の表面(2)に溶接される溶接部品(1)を保持し、前記加工片の表面(2)に対しほぼ
垂直な方向に、該加工片の表面(2)に対し接近し、離れるように動くことができるホルダ
ーと、前記溶接部品(1)と前記加工片の前記表面(2)との間にアークを作り出すためのシス
テムと、前記加工片の表面(2)に接触させることができ、内部が前記溶接部品を導入でき
る中空部を有する形状に構成されたマウスピース(7)とを備える溶接装置であって、
　前記マウスピース(7)の前記中空部の両側に各１個、合計２個の、少なくとも部分的に
軟磁性鋼で形成されたＵ字形磁界フォーマー(３)が相対向するように配置され、これらＵ
字形磁界フォーマー(３)は前記マウスピース(7)に接続されて、アークに作用する磁界を
生成するようになっており、前記磁界フォーマーの各々は、共通のベース（６）に接続さ
れた２つのアーム（４、５）を備えており、前記２個のＵ字形磁界フォーマーは、それぞ
れの２つの前記アームが互いに間隔をもって対向するように配置され、それぞれの対向す
るアーム間の間隔を結ぶ想像線と前記アームと前記共通のベースとによって長方形のスペ
ースが形成されており、このスペースに前記溶接部品（１）が導入されるようになった
ことを特徴とする溶接装置。
【請求項２】
　加工片の表面(2)に溶接される溶接部品(1)を保持し、前記加工片の表面(2)に対しほぼ
垂直な方向に、該加工片の表面(2)に対し接近し、離れるように動くことができるホルダ
ーと、前記溶接部品(1)と前記加工片の前記表面(2)との間にアークを作り出すためのアー
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ク形成システムと、前記アークに作用する磁界を作り出すための磁界フォーマー(８，９)
を有する磁界フォーマーシステムとを備え、前記磁界フォーマー(８，９)の少なくとも一
部が軟磁性鋼から形成されている溶接装置であって、
　前記磁界フォーマーシステムは、前記アークに作用する位置において互いに平行に延び
るように配置された２つのロッド状磁界フォーマーを含み、前記２つの磁界フォーマーの
間に前記溶接部品を導入するための長方形のスペースが形成された
ことを特徴とする溶接装置。
【請求項３】
　前記加工片の表面(2)に接触させることができるように構成されたマウスピース(7)が設
けられ、前記磁界フォーマー(８，９)は前記マウスピース(7)に接続されていることを特
徴とする請求項２に記載の溶接装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、溶接装置に関する。より詳細には、本発明は、リフト及びストライティングに
よってアーク溶接するための溶接装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
溶接部品のためのホルダーを備えた、溶接部品を溶接するための溶接装置が知られている
。このホルダーは、加工片の面に対しほぼ垂直に、そして加工片から離れるように可動で
ある。溶接装置は、溶接部品と加工片の表面との間でリフトおよびストライティングによ
ってアークを作り出すためのシステムを備える。アークに影響をもたらすために、溶接装
置には、アークに作用する磁界を作り出すための磁界フォーマーを備えたシステムが設け
られている。この種の溶接装置が例えば、ドイツ特許第44 00 957Ｃ1に記載されている。
この装置には電磁コイルが設けられており、このコイルに、切頭円錐形状の磁界フォーマ
ーを有する磁束ガイド部品が接続されている。磁界フォーマーの延長された表面ラインが
溶接位置を表す。溶接部品に対しほぼ半径方向に延びている磁界成分が、磁界フォーマー
のほぼ環状の電極面上に形成されている。欧州特許公開番号第0 167 150Ａ1およびドイツ
特許公開番号第195 12 094Ａ1では、溶接装置の他の実施例について記載している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前述の記載に基いて、本発明の目的は、溶接装置によって作られる溶接継手を改善する
ように既知の溶接装置を改良することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この目的は、請求項1に記載の特徴を有する溶接装置と、請求項2に記載の特徴を有する
溶接装置により本発明に従って達成される。従属項は有益な展開と構造に関する。
　本発明に関する溶接装置、詳細には、リフト及びストライティングによってアーク溶接
するための本発明に関する溶接装置は、少なくとも部分的に軟磁性の鋼からなる少なくと
も1つの磁界フォーマーを備えているという点において特徴づけられる。磁界フォーマー
は磁界に影響を及ぼし、ひいてはアーク伝播にも影響を及ぼすことになる。少なくとも一
部が軟磁性の鋼からなる磁界フォーマーは、特に非磁性材料から作られた加工片がともに
溶接される場合には、特に効率的である。
【０００５】
　本発明のさらなる特徴に関し、少なくとも一つの直線部分を有する少なくとも1つの磁
界フォーマーからなる溶接装置が提案される。このために、非円形溶接部品の場合には、
アークによりよい状態で影響を与えることができる。特に、磁界フォーマーが少なくとも
部分的に軟磁性の鋼からなることが提案される。
【０００６】
溶接装置の有効な構造に関し、少なくとも一つの磁界フォーマーが、多角形の断面形状を



(3) JP 4744667 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

有しており、好ましくは、設計的にほぼU字形状であることが提案される。U字形状の磁界
フォーマーは相互に離間していることが好ましく、溶接部品がこれらの間に少なくとも部
分的に導入できるようになっている。この磁界フォーマーの構造のために、磁界は、角に
なった領域においてでさえ、詳細には、実質的に長方形の断面を有する溶接部品の場合に
おいてでさえ影響を与えることができる。
溶接装置の更なる有効な構造に関し、自由アームが相互の方向に向けられた状態で離間し
ている2つのU字形状磁界フォーマーを形成することが提案されている。
【０００７】
磁界およびこれに伴ってアークは、少なくとも一つの磁界フォーマーが設計上ロッド形状
である場合に、溶接継手の特性に関し十分に、そして適切に影響を受けることができるこ
とがわかった。本発明に関する溶接装置は相互にほぼ平行に延びている2つの磁界フォー
マーから構成されていることが好ましい。
【０００８】
溶接装置のさらなる有効な構造によれば、少なくとも一つの磁界フォーマーが加工片の表
面に接触できるマウスピースに接続されることが提案される。
本発明に関連する溶接装置の更なる詳細と利点が図に図示した実施例を参照して記載する
。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　図１は、溶接装置1の一部である。溶接装置は、加工片の面2に対しほぼ垂直に動き離れ
るように動くようになっている溶接部品1のホルダーを備える。このホルダーは図示され
ていない。溶接装置は、溶接部品1と加工片の表面2との間にアークを作り出すためのシス
テムを備える。溶接装置は、アークに作用する磁界を作り出すための磁界フォーマー3を
有するシステムも備える。磁界フォーマー3は少なくとも部分的に軟磁性の鋼から構成さ
れていることが好ましい。図１おける磁界フォーマーは2つのU字形状の磁界フォーマー3
によって形成される。各磁界フォーマー3は、相互にほぼ平行に延びているアーム4、5を
備える。アーム4、5は共通のベース6によって相互に接続されている。2つのU字形状の磁
界フォーマー3は、相互に離間している。自由アーム4、5の端部面が相互の方向に向けら
れている。溶接部品1が、アーム4と5の間に配列されている。
【００１０】
図1に図示するように、磁界フォーマー3はマウスピース7に接続されている。マウスピー
ス7は、図2に図示するように、加工片2の面と接触できるようになっている。
【００１１】
　図3と４は、溶接装置の更なる実施例を図示している。これは、設計上ほぼロッド形状
の2つの磁界フォーマー8，9から構成される。2つの磁界フォーマー8，9は相互にほぼ平行
に延びている。これらは相互に離間しているので、溶接部品1を磁界フォーマー8と9の間
に配置できるようになっている。磁界フォーマー8，9がマウスピース7に接続されている
。磁界フォーマー8，9は少なくとも一部が軟磁性の鋼からなる磁界フォーマーであること
も好ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】溶接装置の磁界フォーマーの第1実施例の平面図である。
【図２】図1に関する磁界フォーマーの前部断面図である。
【図３】溶接装置の磁界フォーマーの第2実施例の平面図である。
【図４】図3に関する磁界フォーマーの前部断面図である。
【符号】
１．　溶接部品
２．　加工片の表面
３．　磁界フォーマー
４，５　アーム
６．　ベース
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７．　マウスピース
８，９．　磁界フォーマー

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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